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　〔目的〕最近 HMG に よる排卵誘発に伴い 卵巣過剰

刺激症候群 （OHSS ）の 症例が増加して い る D しか

しOHSS における胸 ・腹水 の 発生機序および血液濃

縮の 機転に つ い ては不明であ る 。 そこで 私どもは

血管透 過性を亢進する因 子 として の キ ニ ソ に注目

し、 OHSS で の 動態に つ い て検討 し
、 あわせ て血液凝

固線溶系も測定した。 〔方法〕1990 年4月から 1990

年 8 月ま で に OHSS に て 入院 し た 6例に つ い て

CA）　：入院時お よび〔B ：入院後 5　 7 日目に Brady −

kinin（BK ）、plasma 　 prekallikrejn （PPK ）

を測定する とともに 血算、AT 田、　fibrinogen（fbg ）、

FDP 、　fibrinopeptide　 A （FPA ）、　fibrinopeptide

Bfi
］5＿42 （FPBfi

］5＿iz）、　D − dimer、　thrombin −ATM

複合体 （TAT ）、α
、PI、Plasminogen （plg）を測定した 。

〔成績〕  入院時の BKは、154．5　．！　10．2　pg ／ml （M

iSE ：正常値 9− 21pg ／ml ）と著増してい た 。 凝固線

溶系の分子 マ ーカーである FPA 、 FPBff ， ，
＿42 は

それぞれ 6．Ol1 ．6　ng ／ml ， （MtSE ）、15．7 ± 0．8ng ／

m1 と増加 し、D − dimerも 475．0土 163．5ng／ml と増

加 してい た D さらに TAT は 12．9士 9．lng／ml と明ら

か に増加して い た 。 欟入院後 5 − 7 目目に は BK は

179，4＋ 33．5　pg／ml （M ＋ SE）と高値を維持し、FPA

、FPBB
，，
−t ， ，D

− dimer 、TAT はい ずれ も7．7 士 1．5

ng ／ ml 、14．F2 ．8  ／ml 、625、4± 108．3ng ／ml 、

149 ± 6．1ng ／m1 と高値を維持 した 。　 fbgは  、〔日

ともに 上昇し 、 ATM ，α 2PI 、plg 、PPK は 胸 、B
ともに 正常範囲であ っ た 。　〔結論〕OHSS に お い て

血 中 に高濃 度 に証明 され る BK は、その 血管透過性

亢 進作用 に よ りOHSS の 病態の
一

つ で ある胸 ・腹

水の 発生に 関 与して い る 可能性がある 。 さ らに 血液

凝固線溶系は活性化を示す こ とか ら血栓症、DIC

の 助長因子 とな る こ とが示唆された 。

　〔目的〕 日 常臨 床上， ゴ ナ ド ト ロ ピ ン 製剤 に よ る

卵巣刺激 を 行 な うと高 い 排卵率が 得 られ る が そ の

割 に 妊娠率は 低 い 。そ こ で 今 回 ，動物実験 モ デ ル

を 作成 し，過 排卵処 理 後の 妊孕性低 下の メ カ ニ ズ

ム に つ い て 検討 を加 えた。　〔方法〕 1） SD 系 の

3 カ 月齢雌 ラ ッ ト に PMS を 3 回 及び hCG を 1

回投与 し，過排卵群 （n ；8 ）を作成 し た 。 排 卵翌

日 の 卵 管 内 卵 子 を 回収 し， 対照群 （n − 8 ）と排卵

数 を比較 した 。 2 ）過排卵群及 び 対 照群 を正 常雄

と交配 させ た後 ， 12日 目 に 開腹 して 着床数を検 討

した。 3） 交 配 翌 日 よ り 3 日 日ま で の 卵管及 び子

宮内の 胚を洗浄，回収 して 脛 の 局在 を検 討 し た 。

4 ）過排卵群よ り交配翌 日 に 受精卵 （n − 142 ）を

回収 し，止常雌 の 卵 管内 に移植 した 。胚移植後 12

日口に 開腹 して 着床率を対照群 （n ＝ユ36）と比 較

検討 し た 。 　〔成績〕 1 ） 過 排卵群 ラ ッ ト 1匹 あ た

り の 排卵数 （41．　2± 12．3 ： M ± SD ） は 対 照 群

（16．　2士 0，5 ）よ り有意 に 多か っ た （p 〈 0，01 ）。

2 ）対照群 で は 排卵数 と ほ ぼ 等 し い 着 床数を認 め

た が （16．0士 0，7 ），過排卵群で は 着床 は お こ ら な

か っ た 。 3 ）対照群で は 交配後 3 日 まで 総 て の 胚

が 卵 管 の 中 に 留 っ て い た 。 こ れ に 対 して 過排卵群

で は 交配後 2 日 目 に は既 に 子宮内に 胚 が出現 した。

更 に 3R 目 に は もはや 卵 管及 び 子宮 か ら胚を回収

で きなか っ た 。 加え て 1部 の 胚 は腟腔か ら回収さ

れ た
。

4 ）過排卵処理群 の 受精卵 の 胚移 植後 の 着

床 率 （37．2％ ）は 対照群 （42．9％ ）と 差 が な か っ た 。

〔結論〕過排卵処理 ラ ッ トで は 妊 孕性が著 し く低

Fし た 。 そ の 原因 は 卵 そ の もの の 異 常 で は な く，

過排卵処理 に よ る卵管，子宮内 の 卵輸送 速度の 亢

進 と 考 え られ た 。
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